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ご　あ　い　さ　つ

本市は、市域のおおよそ６割が埋蔵文化財包蔵地であり、多くの市民が埋蔵

文化財の眠る土地で生活を送っています。

近年、古い家屋や店舗の建て替えに伴い、埋蔵文化財に影響を及ぼす工事が

増加し、長い年月地下で眠っていた文化財が失われることも増加してきていま

す。

私たちが日々の生活を送っていく上で、やむを得ず失われる埋蔵文化財につ

いて記録を保存し後世に残すことは、現在を生きる私たちの責務であると言え

ます。

鎌倉市教育委員会では、昭和５９年度から個人専用住宅等の建設に係る発掘

調査を実施しています。本書は平成１８・２０・２２・２３・２５・２７年度

に実施した、個人専用住宅等の建築に伴う発掘調査１１ヶ所の調査記録を掲載

しています。

本書が、武家政治発祥の地として知られ、今なお観光・文化都市として栄え

る鎌倉の歴史を解き明かす一助となればと願う次第です。

　最後になりましたが、調査の実施に当たり、関係者の皆様に発掘調査に対

し深いご理解を賜るとともに、調査の期間中、さまざまなご協力をいただきま

したことを心からお礼を申しあげます。

平成 29 年 3 月 31 日

鎌倉市教育委員会
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例　　　言

１ 本書は平成２８年度の国庫補助事業埋蔵文化財緊急調査
に係る発掘調査報告書である。

２ 本書所収の調査地点は別図のとおりである。また掲載分
冊については、第１分冊に掲載した表のとおりである。

３ 現地調査及び出土資料の整理は、鎌倉市教育委員会文化
財課が実施した。

４ 出土遺物及び調査に関する図面及び写真等は、鎌倉市教
育委員会文化財課が保管している。

５ 各調査の成果は、それぞれの報告を参照されたい。
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